
[大分県ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成推進ﾌﾟﾗﾝ] （2014年）
これからのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会を生きる大分の子どもたちが、世界に挑戦し、多様な価値観を持った人々と協働して未来を切り拓いていく上で必要となる５つ
の資質・能力を定義。その育成のために2015年から3年計画の取組（第１ｽﾃｰｼﾞ）を定めた。

グローバル人材育成のために必要な５つの力

大分県グローバル人材育成推進プラン 第２ステージ（2018～2020）

①挑戦意欲と
責任感・使命感

②多様性を受け入れ
協働する力

③大分県や日本への
深い理解

④知識・教養に基づき、論理
的に考え伝える力

⑤英語力
（語学力）

第２ステージの重点ポイント

①ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰ育成塾・留学ﾌｪｱの実施、

留学ｶﾞｲﾄﾞの作成・配布、留学支援金事業の運用

②小・中学生ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ｷｬﾝﾌﾟの実施、

国際交流ｻﾎﾟｰﾀｰの登録及びｾﾐﾅｰ等での活用

③ふるさと県民ﾌｫｰﾗﾑの実施 、地域教材の作成・活用

④思考力・判断力・表現力等を高める授業改善、

高校入試改革の推進

⑤大分県英語教育改善推進ﾌﾟﾗﾝの策定・運用

第１ステージ（2015～2017）の取組 成果

①挑戦意欲と責任感・使命感

国際的視野の涵養

○国際的に活躍する人々
と触れ合う機会の一層の
充実（グローバルリー
ダー育成塾・留学フェア
等）
○留学支援金支給、留学
フェアの実施等による留
学への積極的な支援の充
実

②多様性を受け入れ協働する力

継続的な国際交流の充実

○継続的に国際交流を実施
するためのWeb会議や県内
在住留学生による国際交流
サポーター等の活用促進
○小・中学生対象のイング
リッシュ・デイ・キャンプ
の継続的実施
○訪日教育旅行者等との交
流促進

③大分県や日本への深い理解

伝統や文化に関する教育の
充実

○小・中学校の道徳や音
楽・美術等での郷土学習の
充実
○郷土の音楽・美術等を体
験的に学ぶ機会の充実
○郷土や日本について考え、
発表する機会の充実

☆生徒の英語外部検定資格保持率の上昇（文部科学省調査） ：
[中学校] 36.1%(H26) → 43.1%(H29) ・・・ 全国平均40.7%
[高校]     33.4%(H26) → 43.7%(H29) ・・・ 全国平均39.3%

☆海外への短期留学生（高校生）の増加 ： 15名(H24) → 48名(H28)
☆国際的に活躍する資質・能力をもった生徒割合の増加

（高校2年生対象「学習習慣実態調査」） ： 40.0%(H26) → 48.1%(H29)
☆ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成関連ｾﾐﾅｰへの参加者の増加 ：

[ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰ育成塾] 205名(H28) → 250名(H29)
[留学ﾌｪｱ] 110名(H27) → 230名(H29)

⑤英語力（語学力）

英語「発信力」の強化

○小学校外国語教育の早
期化、教科化への対応
○新学習指導要領実施に
向けた小・中・高等学校
を通した英語の４技能
（発信力）の強化
○各学校段階での外国語
学習の到達目標を明示し
た小・中・高の連携

④知識・教養に基づき、論理的に
考え伝える力

主体的・対話的で深い学び
を実現する授業の推進

○小・中学校における「新
大分スタンダード」に基づ
く授業改善の推進
○高大接続改革を見据えた
「授業改善スクールプラ
ン・マイプラン」による高
等学校の授業改善の推進

〔「『５つの力』の総合力」育成の継続と充実〕


